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 ３月 11 日に東日本を襲ったマグニチュード９．０の大地震とこれに伴う火災、津波、そして福島
第一原発の事故は、学校にも深刻な被害を与えた。文部科学省によると５月 20 日７時現在、国公私
立学校の教職員、児童生徒のうち 579 名が死亡した他、物的損害を受けた学校施設は国公私併せて








































 ① 学校運営全般 
  阪神淡路大震災時の学校と避難所の管理運営や学級編成基準の変更等に関する資料、有珠山
噴火時の学校教育活動の復興事例に関する資料 
 ② 教育課程の実施 
  １）学習指導の工夫 
    ２部制授業、土曜日の授業時間増加、体育館や運動場を用いない体育指導等に関する資料 
  ２）複式学級（３学年複式等） 
    北海道、鹿児島県、長崎県等の事例に関する資料 
  ３）授業形態の工夫 
    土曜日やゴールデンウィークの授業実施に関する資料 
  ４）小中学校一体運営 
    北海道稚内市の事例に関する資料 
 ③ 教室等の確保 
   他校の借用、公的施設や民間施設の利用、仮設校舎に関する資料 
 ④ 教員等の確保 
  「復興担当教員」に関する資料 
 ⑤ 教育相談・心のケア 
  心のケア担当教員に関する資料、教師のための電子メール相談に関する資料、転入生の受け
入れハンドブック 
 ⑥ 給食の実施 
  簡易給食に関する資料 
 ⑦ 学校図書館の再建・運営 
  学校図書館の復旧支援、読み聞かせなど読書活動支援に関する資料 
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 ⑧ 防災教育 
  津波防災教育の手引き 
 ⑨ 原発関連 
  原発と放射線に関する保護者向け資料、鈴木文部科学副大臣の記者会見録 
 ⑩ その他 
  １）寄宿舎 
    三重県、宮崎県における取組に関する資料 
  ２）スクールバス 
    北海道、長野県、奈良県、鹿児島県などにおける取組に関する資料 
 ⑪ 文部科学省通知等 
 ⑫ 国研・その他報告書等 









 ① 情報共有掲示板 
  被災地の学校運営に関し、教育関係者（学校の教職員だけでなく、教育委員会関係者、退職
教職員などを含む）から幅広く質問を受け付け、これに対する回答などを書き込める 






 ４月８日～30 日 訪問者数 ７，１４７件 ページビュー数 １４７，６４９件 




 他方、掲示板に投稿できる登録者は５月 20 日現在で 150 名を超えているが投稿数は伸び悩んでお
り、特に「みんなでつくる復興ブログ」については、ほとんどの投稿は私がまとめる被災地の学校
に関する新聞報道ぶりだけである。機会あるごとに本サイトの周知を図り、投稿を呼びかけている
が、特に学校の一般教職員にとっては校長の許可なしに投稿することに対する抵抗が強いなどの事
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情があるものと思われる。 
 しかし、本サイトを見て直接悩み事の相談メールを送る方も少数ながら出てきており、このよう
な情報提供サイトのニーズがあることは確認できる。今後被災地の教育関係者が必要とする情報を
より詳細に把握し、情報提供の充実を図るとともに、より参加しやすいネット上の場作りに向けた
工夫を重ねる必要がある。 
 
【みんなでつくる被災地学校運営支援サイトのイメージ】 
 
 
 
注 
１．文部科学省報道発表「東日本大震災による被害情報について」（第９７報） 
２．http://www.netcommons.org/ 
３．http://sites.google.com/site/minnadewiki/home/pctop 
４．http://savemlak.jp/wiki/saveMLAK 
 
 
